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2広報広報 12月 2広報 1月 

謹んで新春のごあいさつを申し上げます。 

門川町長　安 田 　 修  

　町民の皆様には、健やかにして清々しい新年をお迎えのことと心からお慶び申し

上げます。 

　尾末湾に浮かぶ夢の島「乙島」や、遠見半島から望む「枇榔島」、清流「五十鈴

川」の水面の美しさは、我が門川町に住む人・働く人・訪れる人の心を癒してくれ

ます。また、かどがわ温泉「心の杜」は、疲れた体をほぐし、明日への活力を注い

でくれます。 

　一昨年の口蹄疫対策に続いて、昨年は本町において高病原性鳥インフルエンザが

発生し、思いもよらぬ甚大な被害をうけました。そして東日本大震災と登ったかと

思えば次の山が現れ、また登ったかと思うと次の山がきてしまう。まさに「山上・

山又山」でした。 

　しかし、そういう状況においても全町民相携えて、物心両面にわたりご支援頂き

ましたことを改めて感謝申し上げます。皆様の姿を目の当たりにしますと、いかな

る事態に出合っても心を一つにして、常にプラスの方向へ向かう気持ちを持って歩

いていかねばと決意したところです。 

　さて、少子高齢化社会の急速な進行や本格的な人口減少社会の到来など、私たち

が暮らす社会の状況は大きく変化しております。未だ、世界同時不況や円高等の影

響が残る我が国の社会情勢は依然として先行き不透明であり、加えて東日本大震災

の影響で、地方自治体も非常に厳しい財政運営を強いられています。 

　課題は山積しておりますが、これからも「たゆまず・ひるまず」これまで築いて

きた町政発展の基盤を最大限に活かしながら、公民館活動を中心に「健康なまちづ

くり」「福祉のまちづくり」「環境のまちづくり」を主体に行政運営に努めてまい

ります。そして、地域と行政がそれぞれの責任を果たしながら、町民の目線に立っ

たまちづくりに取り組みます。全力でチャレンジした先に、安らぎと豊かさを実感

できる「町民一人ひとりが主役のまちづくり」の実現を確信しています。 

　最後になりますが、本年も町民の皆さまが、健康で楽しく前向きに、ご家族全員

が仲良く過ごされますことを心より祈念いたしまして新年のご挨拶といたします。 

 

謹 賀 新 年  

門川町議会議長　安 田 茂 明  

　皆様におかれましては、お健やかに初春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

日頃より議会に対しまして温かいご理解とご協力を賜り、心から感謝を申し上げま

す。 

　さて、昨年は２月に町議会議員の選挙が行われ、３月より新しい体制で議会がス

タートしました。引き続き議長に就任し、改めてその責任の重さを痛感するととも

に、議会の一層の充実と、門川町のさらなる発展のために尽力してまいりたいと思

いを新たにしております。 

　昨年は、本町において高病原性鳥インフルエンザが発生しました。養鶏農家並び

に関係各位、ボランティアの皆様の懸命な作業により、ようやく９月に終息宣言が

出されました。また、３月１１日には、東北地方太平洋沖地震が発生し、多くの方

が被災されました。このような中で、本町からも多くの団体、企業、ボランティア

の皆様が復興支援に携わっており、人と人とのつながりのすばらしさを実感し、改

めて皆様方のご尽力に敬意を表する次第であります。 

　さて、少子高齢化の急速な進行や世界同時不況に端を発した景気悪化による先行

き不透明な社会情勢は、地方自治体にも厳しい運営を迫っております。行財政改革

の推進が図られる中にあっても、豊かさや安心・安全な地域社会の継続は町民の願

いであります。 

　私たちは皆様の信頼に応えていくため、これまで以上に調査や研究を行い、山積

する課題の解決に努めてまいります。また、開かれた議会を目指して情報発信にも

努めてまいりますので今後とも変わらぬご指導を賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

　最後になりましたが、本年が皆様にとりまして実り多い素晴らしい年となります

ことをご祈念申し上げまして、年頭のごあいさつといたします。 
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※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

（
社
）日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
が
認
定
す
る
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
の
施
設
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コ
ー
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０
０
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改
善
組
合
は
昭
和
61
年
に
設
立
。
平
成
９

年
に
は
会
員
手
作
り
で
農
産
物
直
売
所
「
遠

見
の
里
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
町
内
外
か
ら

お
客
さ
ん
を
集
め
て
注
目
さ
れ
た
。 

 

　
　
　
　  

           

　
ま
た
改
善
組
合
で
は
「
集
落
営
農
（
集
落

が
生
産
を
共
同
で
取
り
組
む
こ
と
）
」
が
す

す
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
17
年
に
は
、
改
善

組
合
役
員
会
を
中
心
と
し
て

「
集
落
営
農
推
進
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
地

域
が
発
展
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら

集
落
営
農
ビ
ジ
ョ
ン

を
作
成
し
た
。 

 

        

①
に
つ
い
て 

　
平
成
20
年
、
高
齢
化
の
す
す
む
集
落
内

の
水
稲
作
業
の
受
託
を
目
指
し
て
乾
燥
機

や
も
み
す
り
機
な
ど
を
共
同
利
用
す
る
た

め
購
入
。
耕
作
放
棄
地
の
防
止
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
。 

②
に
つ
い
て 

　
平
成
23
年
２
月
、
庵
川
加
工
グ
ル
ー
プ

（
米
沢
豊
子
代
表
）
が
ブ
ラ
ン
ド
「
い
お

り
」
を
立
ち
上
げ
る
。
庵
川
の
農
産
物
を

主
な
原
料
に
し
て
、
健
康
や
食
に
こ
だ
わ

る
消
費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
を
図
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
は
庵
川
産

の
米
で
作
っ
た
無
添
加
の
天
然
米
み
そ
や

牧
山
み
か
ん
で
作
っ
た
み
か
ん
ソ
ー
ス
な

ど
「
い
お
り
」
商
品
を
開
発
し
て
い
る
。

現
在
遠
見
の
里
や
Ｊ
Ａ
日
向
八
菜
館
の
各

店
舗
な
ど
で
販
売
中
。 

    

③
に
つ
い
て 

　
平
成
19
年
１
月
、
や
な
ぎ
も
ち
体
験
会

を
実
施
。
や
な
ぎ
も
ち
と
は
小
正
月
（
旧

暦
の
正
月
）
に
も
ち
を
作
り
、
柳
の
枝
に

飾
っ
て
家
の
中
に
お
供
え
す
る
こ
と
で
、

農
作
物
の
豊
作
祈

願
を
お
こ
な
う
行

事
。
農
村
の
良
い

伝
統
文
化
の
継
承

と
消
費
者
と
の
交

流
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
今
年
も
１

月
８
日
（
日
）
に

開
催
予
定
。 

 

　
ま
た
平
成
19
年
10
月
か
ら
は
「
遠
見
山

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
観
光
資
源
Ｐ
Ｒ
の
た
め

実
施
。
毎
年
多
く
の
参
加
者
が
遠
見
山
か
ら

望
む
絶
景
を
眺
め
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
い
る
。 

    

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
活
性
化
へ
む
け
て
意

欲
的
な
取
り
組
み
を
み
せ
る
改
善
組
合
。
平

成
23
年
７
月
に
は
遠
見
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

実
施
に
つ
い
て
新
た
な
試
み
を
検
討
し
ま
し

た
。 

　
（
社
）
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
か
ら

コ
ー
ス
認
定
を
う
け

る
こ
と
で
、
１
年
を

通
じ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
愛
好
家
に
足
を
運

ん
で
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
す
。
さ
ら

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

総
合
案
内
所
を
遠
見
の
里
に
開
設
し
、
ス

タ
ー
ト
地
点
と
す
る
こ
と
で
、
収
益
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
る
ね
ら
い
も
。 

　
認
定
を
目
指
し
て
早
速
準
備
を
開
始
し
た

改
善
組
合
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
15
回
以
上
に

お
よ
び
ま
し
た
。
11
月
の
あ
る
夜
、
庵
川
東

地
区
公
民
館
で
は
、
コ
ー
ス
途
中
に
設
置
す

る
看
板
の
最
終
確
認
が
お
こ
な
わ
れ
、
い
よ

い
よ
大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。 
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い
き
い
き
集
落 

庵
川
東
・
牧
山
地
区
農
用
地
利
用
改
善
組
合
の
挑
戦 

※限界集落　過疎化などで人口の50％が65歳以上の高齢者になり、冠婚葬祭など社会的共同生活の維持が困難
　になった集落のことを指す。国土交通省が行った調査では、全国で限界集落は約８０００カ所（宮崎県は約１００カ
　所）あり、中山間地域や離島を中心に、過疎化・高齢化の進行で急速に増えてきている。 

　
平
成
20
年
10
月
、
当
時
の
東
国
原
宮

崎
県
知
事
は
、
「
限
界
集
落
」
に
変
わ
る

新
呼
称
を
「
い
き
い
き
集
落
」
に
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
「
限
界
と
呼
ば
れ
て

は
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
住
民
自

身
が
や
る
気
を
な
く
す
」
と
い
っ
た
県
内

山
間
部
か
ら
の
声
を
受
け
て
の
発
表
で
し

た
。
そ
し
て
元
気
な
集
落
づ
く
り
に
取
り

組
む
「
い
き
い
き
集
落
」
に
ふ
さ
わ
し
い

集
落
の
募
集
が
開
始
。 

　
以
降
、
宮
崎
県
で
は
集
落
の
活
性
化
に

つ
い
て
、
住
民
自
ら
が
考
え
、
行
動
す
る

と
い
う
意
欲
的
な
集
落
づ
く
り
の
取
り
組

み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
門
川
町
で
は
、

平
成
21
年
７
月
に
庵
川
東
・
牧
山
地
区
農

用
地
利
用
改
善
組
合
（
小
田
敏
廣
組
合

長
）
が
初
め
て
「
い
き
い
き
集
落
」
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
23
年
９
月
に
は

西
門
川
地
区
（
黒
木
隆
晴
代
表
）
三
ヶ
瀬

地
区
（
志
田
　
代
表
）
が
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
も
中
山
間
地
域
振
興
の

モ
デ
ル
地
区
と
な
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
て

の
認
定
で
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
地
域
の
連

帯
意
識
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
治
体
が
主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
も
の

か
ら
、
地
域
住
民
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
が
取
り
組
む
こ
と
で
細
や
か
な
対
応

が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
庵

川
東
・
牧
山
地
区
農
用
地
利
用
改
善
組
合

（
以
下 

改
善
組
合
）
の
活
動
か
ら
地
域

づ
く
り
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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地
域
づ
く
り
の
未
来 

   
　
宮
崎
県
の
「
中
山
間
地
域
活
性
化
事
業
」
の
委
託
を

う
け
県
内
の
い
き
い
き
集
落
な
ど
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
有
限
会
社
サ
ン
・
グ
ロ
ウ
。
平
成
22
年
６
月
以
降
改

善
組
合
へ
の
活
動
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
・

グ
ロ
ウ
の
萩
原
通
秀
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

■
改
善
組
合
の
印
象
に
つ
い
て 

　
お
手
伝
い
を
通
し
て
、
い
つ
も
感
じ
る
の
は
組
合
の

皆
さ
ん
の
目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
話
し
合
い
の
場
で
も
様
々
な
意
見
が
だ
さ

れ
、
議
論
が
進
ん
で
い
く
の
が
わ
か
り
ま
す
。
農
業
を

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
だ
け
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
経
営
者

の
集
ま
り
と
い
っ
た
感
じ
で
す
ね
。 

■
今
後
の
改
善
組
合
に
つ
い
て 

　
今
年
の
３
月
で
中
山
間
地
域
活
性
化
事
業
の
委
託
期

間
が
終
わ
り
ま
す
。
改
善
組
合
で
は
、
今
後
の
新
た
な

展
開
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、
若
手
の
意
見
が
尊
重
さ
れ

た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
体
制
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

改
善
組
合
の
活
動
を
中
心
に
庵
川
東
・
牧
山
地
区
全
体

が
盛
り
上
が
る
こ
と
で
新
規
就
農
を
こ
の
地
区
で
目
指

す
人
が
増
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

■
門
川
町
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
の
未
来
と
は
？ 

　
地
域
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

で
す
。
最
初
か
ら
地
域
一
丸
で
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
。
今
回
の
改
善
組
合
が
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
例

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
組
織

が
町
内
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
て
も
仕
方

が
な
い
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
効

率
的
な
門
川
町

の
活
性
化
が
実

現
で
き
る
と
思

い
ま
す
。 

 

今年で５年目を迎えるウォーキン
グ大会。今年は、「遠見の里」に日
本ウォーキング協会認定のウォ
ーキングステーションを設置す
るため、いろいろと準備してきま
した。当日は、１８０名にのぼるた
くさんの方々にご参加いただきあ
りがたく思います。コース途中に
は、庵川地区の農産物生産者の顔
写真を表示した案内看板を設置
しました。少しでも遠見の里の売
上につながれば嬉しいですね。今
後は、花見の時期に合わせて春の
開催も検討中です。次回大会への
皆さまのご参加お待ちしており
ます。 

実行委員長 
朝倉　隆裕　さん（牧山） 

遠見山ウォーキング２０１１ 

ウォーキングコースを農産地とし
て知ってもらうために考えた生産生産
者の顔がみえる看板。 

ウォーキングコースを農産地とし
て知ってもらうために考えた生産
者の顔がみえる看板。 

振
舞
振
舞
わ
れ
た
牧
山
牧
山
み
か
ん
を
食
べ

た
参
加
者

参
加
者
か
ら
は
「
ど
こ
で
売
っ

て
る
ん
で
す
か
」
と
の
声
が
あ
が

り
早
速
早
速
Ｐ
Ｒ
効
果
効
果
が
あ
ら
わ
れ

る
。 

振
舞
わ
れ
た
牧
山
み
か
ん
を
食
べ

た
参
加
者
か
ら
は
「
ど
こ
で
売
っ

て
る
ん
で
す
か
」
と
の
声
が
あ
が

り
早
速
Ｐ
Ｒ
効
果
が
あ
ら
わ
れ

る
。 町外から参加のウォーキング愛

好家は好家は「いつも歩いているよう
な平坦平坦なコースとは違って歩き
ごたえのあるコース。枇榔島の
絶景と空気は最高ですね。帰り
は、心の杜でゆっくり疲れをとり
ます」と話していた。 
 

町外から参加のウォーキング愛
好家は「いつも歩いているよう
な平坦なコースとは違って歩き
ごたえのあるコース。枇榔島の
絶景と空気は最高ですね。帰り
は、心の杜でゆっくり疲れをとり
ます」と話していた。 
 

遠見山展望台遠見山展望台３６０度の大パノラマ。日向灘、日向市、門川町、延岡
市が一望できる。 
遠見山展望台３６０度の大パノラマ。日向灘、日向市、門川町、延岡
市が一望できる。 

 

ウォーキングMAP。遠見山周遊コース14.3ｋｍ、ショ
ートコース7.4ｋｍのなかでおすすめの絶景ポイント
などを掲載。 

ウォーキングMAP。遠見山周遊コース14.3ｋｍ、ショ
ートコース7.4ｋｍのなかでおすすめの絶景ポイント
などを掲載。 
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今
回
の
遠
見
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の

前
身
で
あ
る
「
そ
う
だ
！
庵
川
に
行
こ

う
」
は
、
平
成
19
年
か
ら
22
年
ま
で
、

「
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
ー
ヤ
ー
支
援
事
業
」

と
し
て
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
、
門
川
町
が
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
応
援

し
、
事
業
費
の
２
分
の
１
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。 

　
ま
た
、
今
年
度
は
宮
崎
県
の
「
多
様
な

主
体
と
の
協
働
提
案
公
募
型
事
業
」
に
選

ば
れ
、
事
業
費
の
助
成
を
受
け
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
改
善
組
合
は
、
町

の
補
助
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
軌
道

に
乗
っ
た
と
こ
ろ
で
県
の
補
助
事
業
に
よ

り
、
看
板
の
設
置
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
の
作
成
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
一
歩
一
歩
確
実
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
協
働
で
進
め
て
い

く
こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
で
す
。
今
後
も
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
を
い
き
い
き

と
し
て
い
く
活
動
を
、
町
も
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

門
川
町
の
地
域
活
性
化
支
援 

 

総務企画課企画政策係長 

松 尾 高 明  
 

い
つ
ま
で
も
集
落
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に 

庵
川
東
・
牧
山
地
区 

　
農
用
地
利
用
改
善
組
合 

　
　
小
田
　
敏
廣
　
組
合
長 

 

　
今
、
自
分
達
の
や
り
た
い
こ
と
を
や

り
、
そ
し
て
行
政
へ
積
極
的
な
提
案
を

し
な
が
ら
共
に
実
現
へ
む
け
て
進
も
う

と
す
る
姿
が
地
域
を
愛
す
る
人
々
の
地

域
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
核
家
族
が
増
加
す

る
な
か
で
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
希
薄

に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
に
は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
で

支
え
合
う
「
共
助
力
」
と
、
計
画
実
現

に
は
住
民
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
「
共
通
認
識
」
が
必
要
で
す
。 

　
昨
年
２
月
、
門
川
町
で
地
域
再
生
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
た
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

串
良
町
柳
谷
公
民
館
館
長
の
豊
重
哲
郎

さ
ん
は
こ
う
話
し
ま
し
た
。
「
少
し
ず

つ
、
自
分
た
ち
の
周
り
の
問
題
を
、
自

分
た
ち
で
解
決
し
て
い
く
。
す
る
と
、

暮
ら
し
が
良
く
な
る
。
利
益
も
生
ま

れ
、
感
動
を
生
み
、
次
の
活
動
へ
と
つ

な
が
る
。
集
落
の
宝
は
人
。
人
を
動
か

す
の
は
感
動
で
あ
り
、
行
政
の
掛
け
声

や
補
助
金
で
は
動
き
ま
せ
ん
。
」
こ
の

言
葉
に
こ
そ
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。 

 

　
平
成
19
年
か
ら
改
善
組
合
の
組
合
長
を

務
め
る
小
田
敏
廣
さ
ん（
庵
川
東
）。い
き
い

き
集
落
と
し
て
の
活
動
の
原
動
力
に
、ま

ず
若
い
世
代
の
協
力
を
あ
げ
ま
す
。「
若
手

が
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
私
達
も
頑
張
れ
る
。

一
生
懸
命
動
い
て
く
れ
る
の
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
ね
」。 

　
ま
た
今
回
の
遠
見
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

つ
い
て
は「
遠
く
は
福
岡
県
か
ら
の
参
加
も

あ
る
な
ど
、た
く
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」と
ほ
っ
と
し
た
表
情
。 

　
庵
川
東
・
牧
山
地
区
農
業
が
発
展
す
る

た
め
新
し
い
挑
戦
を
続
け
る
改
善
組
合
で

は
、現
在「
農
事
組
合
法
人
」設
立
に
向
け

て
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。法
人

化
す
る
こ
と
で
う
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト（
農
地

を
取
得
し
、耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
取
り
組
む
こ
と
が
出
来

る
な
ど
）を
考
え
て
の

も
の
で
す
。 

　
小
田
組
合
長
は「
農

業
に
対
す
る
思
い
と

と
も
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
が
一
番
大
事
。そ
の
た
め
に
み
ん
な
が
集

ま
り
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
ま
す
。ま
た
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
が
と
り
だ
た

さ
れ
る
中
、農
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
活
力

の
あ
る
事
業
に
取
り
組
み
、い
つ
ま
で
も
集

落
が
盛
り
上
が
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」と
話
し
ま
す
。他
に
も『
ど
ぶ
ろ
く

特
区
』認
定
へ
の
申
請
も
検
討
中
と
い
う
話

も
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
動
向
が
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
ま
す
。 

 

※
ど
ぶ
ろ
く
特
区 

特
定
農
業
者
自
ら
生
産
し
た
米
を
原
料

に
し
て
ど
ぶ
ろ
く
を
製
造
す
る
際
に
、酒

税
法
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
地
域
。 

特
集
　
い
き
い
き
集
落
お
わ
り 
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やっちみろや健康づくりの会   活動報告                            in 小松 

人づくり部会 地域でできること 目標(一部抜粋)     

 目標 「私もあなたも地域の主役」     
○地区の人たちとふれあえる場をつくろう。     
○地区の活動状況をみんなに知らせよう    

(やっちみろや健康づくりプラン21)     
 

49世帯 

  男         女  
60人    54人 

　小松地区では、地区をはしる国道388号線を通る人々に景観を楽しんでもらおうと地域の人々が協力して定期的
に草きりや花の苗の植え込み等を行っています。６月にはアジサイ、10月にはコスモスを楽しむことができます。         
　岩切区長ややっちみろや健康づくりの会の人づくり部会長の蓮本さんの呼びかけで作業には地域のほぼ全世帯の人
が集まります。日頃、なかなか顔を合わすことがない為、そんな共同作業の場が地区住民のコミュニケーションの場
となっています。        

１－みんなで力を合わせて宮崎県で一番の里村を造るんだ！       
２－みんなで創造し、成果を共有し、参加して楽しい活動にしよう！       
３－いろいろな活動を通して、村のコミュニテイを更に高めよう！      

(作業後の集合写真)

水田地帯 

Ｒ388

五十鈴川 
（小松地区略図：岩切区長作成） 

　　小松地区の地区活動への取り組みの姿勢       
 

在
東
京
町
人
会
が

在
東
京
町
人
会
が 

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た 

在
東
京
町
人
会
が 

　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た 

　
平
成
23
年
11
月
12
日
（
土
）
に

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
に
お
い

て
、
「
在
東
京
町
人
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岩
切
徹
会
長
外
42

名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
本
町
か
ら

は
町
長
外
４
名
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。 

　
安
田
町
長
は
「
尾
末
湾
に
浮
か

ぶ
夢
の
島
・
乙
島
や
遠
見
半
島
、

枇
榔
島
の
絶
景
、
清
流
五
十
鈴
川

の
水
面
の
美
し
さ
、
か
ど
が
わ
温

泉
心
の
杜
と
我
が
ふ
る
さ
と
は
、

訪
れ
る
方
達
の
心
と
体
を
癒
し
て

く
れ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
当
日

は
、
門
川
町
産
「
新
米
」
の
配
布

や
、
昔
話
で
会
場
は
盛
り
上
が
り

会
員
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 

　
ふ
る
さ
と
門
川
へ
の
熱
い
思
い

を
胸
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
こ
れ

か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
祈

念
い
た
し
ま
す
。 
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防
波
堤
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に 

　
　
大
切
な
ふ
る
さ
と
を
描
き
ま
し
た 

　
平
成
23
年
11
月
24
日
（
木
）
、
町
内
の
小
学
校
４
校
の
６
年
生

（
西
門
川
小
に
つ
い
て
は
５
年
生
も
含
む
）
２
２
４
名
に
よ
る
「

町
の
わ
ん
ぱ
く
芸
術
家
〜
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
〜
」
事
業
（
庵

川
地
区
防
波
堤
の
壁
画
制
作
事
業
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
ふ
る
さ
と 

か
ど
が
わ
」
を
テ
ー

マ
に
、
長
さ
約
１
５
２
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
約
１
．
４
メ
ー
ト
ル
の

防
波
堤
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
壁
画
を
制
作
。
児
童
た
ち
は
40
の
班
に

分
か
れ
て
門
川
の
海
や
魚
、
町
の
鳥
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
や
尾

末
だ
ん
じ
り
な
ど
門
川
町
の
自
然
や
文
化
を
題
材
に
し
た
個
性
豊

か
な
壁
画
を
そ
れ
ぞ
れ
描
き
上
げ
ま
し
た
。 

　
児
童
の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
あ
ふ
れ
る
壁
画
を
ぜ
ひ
間
近
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
一
部
交
通
規
制
を
行
い
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
多
く
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
完
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

門
川
町
立
小
中
学
校
音
楽
事
業 

　
平
成
23
年
12
月
１
日
（
木
）
〜
２
日
（
金
）
各
小
中
学
校

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
奏
者
ナ
タ
ー
シ
ャ
・

グ
ジ
ー
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
族
楽
器
の
こ
と

で
、
63
前
後
の
弦
で
構
成
さ
れ
、
ギ
タ
ー
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
ま
す
。 

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
美
し
い
歌
声
と
と
も
に
日
本
の
「
い

つ
も
何
度
で
も
」
「
涙
そ
う
そ
う
」
な
ど
の
曲
を
披
露
し
て

会
場
を
魅
了
。
ま
た
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
は
、
25
年
前
の
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
被
ば
く
体
験
に
基
づ
き
、
思
い
出

の
つ
ま
っ
た
家
、
美
し
い
景
色
の
広
が
る
故
郷
を
失
う
つ
ら

さ
を
児
童
の
み
な
さ
ん
に
優
し
く
語
り
か
け
ま
し
た
。 

 

完成した壁画の一部 

西門川小 門川小 

五十鈴小 草川小 

わ
ん
ぱ
く
芸
術
家
　
〜
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
〜 

 

バンドゥーラ 
ナターシャ・グジーさん 

門
川
町
子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

ひ
だ
ま
り
ハ
ウ
ス 

 　門
川
町
子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
」

は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
と
し
て
、
子
育
て
世
代
の
交
流
の

場
や
情
報
提
供
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。 

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば 

親
子
で
自
由
に
来
て
好
き
な
あ
そ
び
を
楽
し
め
ま
す
。 

子
育
て
な
ん
で
も
相
談 

一
緒
に
考
え
少
し
で
も
子
育
て
親
子
の
み
な
さ
ん
の
お
役
に
た

ち
た
い
と
思
い
ま
す
。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
が

セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
な
っ
て
お
互
い
に
育
児
を
支
え
あ
う
活
動

で
す
。 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。 

 

●
開
館
時
間
：
９
時
〜
18
時 

（
に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば
利
用
時
間
：
10
時
〜
16
時
） 

（
子
育
て
な
ん
で
も
相
談
　
　
：
10
時
〜
18
時
） 

●
閉
館
日
　
：
毎
週
水
曜
日
、
第
３
日
曜
日
、
祝
日
、 

　
年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
） 

     

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先 

子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
　
　
ひ
だ
ま
り
ハ
ウ
ス 

電
話
６
３
―

１
４
５
３ 

 

 

２
月
５
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！ 

 

使
っ
て
い
な
い
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
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平成24年度門川町放課後児童クラブの加入手続きについて 平成24年度門川町放課後児童クラブの加入手続きについて 平成24年度門川町放課後児童クラブの加入手続きについて 

　門川町では、放課後に帰宅しても保護者が仕事などで家庭にいない、小学校低学年（１～３年生）の児童（放課後

児童）の健全育成を図るために児童クラブを開設しております。このクラブでは、放課後一人ひとりの児童が安心して

楽しく過ごせるように、指導員が一緒に活動します。 

 

 

【対象児童】　　昼間保護者（祖父母を含む）のいない家庭の小学校１～３年生の児童 

 

【募集児童数】　　各児童クラブ約２０名 

 

【開設場所】　　① 中央公民館（門川小学校児童対象） 

　　　　　　　　　② 五十鈴小学校（五十鈴小学校児童対象） 

　　　　　　　　　③ 西門川児童館（西門川小学校児童対象） 

　　　　　　　　　④ 草川保育園（草川小学校児童対象）　　　　　 

　　　　　　　　　⑤ 門川保育園（門川小学校児童対象）　　　　　　  

 

【 休 館 日 】　　日曜日・祝祭日・年末年始（１２月２９日～１月３日） 

　　　　　　　　（※特別な事情により、その他の休日を設けることがあります。） 

 

【開設時間】　　平日：放課後～午後６時 

　　　　　　　　　土曜日・夏休み等：午前８時～午後６時 

　　　　　　　　 

【利用料・会費】　　利用料、おやつ代などが必要となります。 

　　　　　　　　　 

【加入手続き】 

１．必要書類 

　　・児童クラブ加入申請書 

　　・就労状況届（父母、及び同居している祖父母等で就労している方全員分） 

　　・健康調査票 

　　※その他家庭の状況により別途書類が必要な場合があります。 

２．書類配布場所・提出先 

　　上記①～③の児童クラブ：役場福祉課　子育て支援係 

　　同④、⑤の児童クラブ　：各保育園 

３．申込み期間 

　　平成２４年　１月　５日（木）　～　平成２４年　１月２７日（金） 
 

【その他】　 

○希望者が多数の場合は、調整させていただくことがあります。 
○夏休み等、短期間のみの加入を希望する方も、上記申請期間にお申し込みください。年度途中でのお申し
　込みは、加入できないことがあります。 
○児童のお迎えは保護者が責任をもって行ってください。自転車の使用は認めません。 

   　　　　　　　　 

　　※問い合わせ先：福祉課　子育て支援係　６３－１１４０（内線２３１） 
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庵川分団  五十鈴分団  加草分団  

今 月 の 移 動 年 金 相 談  
　月に１度、日向市で移動年金相談を行っています。年金相談や年金請求の手続きができます。 
年金手帳・印鑑をご持参ください。代理の方が相談される場合は委任状と身分証明書が必要です。 

日　時：1月26日（木）午前10時から午後3時まで 
場　所：日向市中央公民館 

　移動年金相談では、お客様に会場でお待ちいただく時間を短縮するために、「年金相談の事前登録」を電
話で受け付けております。延岡年金事務所（電話0982-21-5424）にお電話ください。 
 

ねんきん 

公的年金等の源泉徴収票が交付されます 

老齢給付の受給者に送付 
　日本年金機構は、国民年金、厚生年金保険の対象となる年金受給者の方々に「公的年金等の源泉徴

収票」を、平成２４年１月末日までに届くよう順次送付します。ただし、障害年金や遺族年金は所得税

の課税対象となっていないため、送付されません。 

　源泉徴収票に記載されている事項は、その年の一年間に支払われた年金の総額、社会保険料の金

額（介護保険料額、国民健康保険料および長寿医療保険料）、源泉徴収税額および控除内容となって

います。 

　なお、６５歳未満で年金の支払額が１０８万円に満たない方と、６５歳以上で年金の支払額が１５８

万円に満たない方については、所得税が源泉徴収されません。 

 

確定申告の際に必要 
　二つ以上の年金の支払者に扶養親族等申告書を提出している方や、年金以外に給与等の所得があ

る方、または公的年金等の雑所得の合計額が各種所得控除の合計額を超える方などは、確定申告（平

成２４年２月１６日～３月１５日までに、住所地を管轄する税務署で受付）を行うことになっていま

す。この源泉徴収票は、その際に、添付書類として必要となりますので大切に保管してください。 

　なお、老齢年金等から特別徴収されていない介護保険料などの社会保険料がある場合は、確定申

告を行い、所得税の課不足分を精算することになります。 

 

再発行するには 
　万一、源泉徴収票を紛失された場合や未着の場合等には、日本年金機構

のコールセンターねんきんダイヤル（電話０５７０－０５－１１６５）もしく

は延岡年金事務所（電話　０９８２－２１－５４２４）において源泉徴収票

の再交付の受付を行っています。お問い合わせの際には、年金証書の基礎

年金番号・年金コードをご用意ください。 

 

日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp 

 



※さまざまなケースがありますので、詳しくは下記にご相談ください。 

【お問い合わせ先】　門川町役場　町民課　医療年金係　電話 63-1140内線228

 始まります。 
 

障がい者等用駐車場利用証制度が 
(愛称愛称:おもいやり駐車場制度）おもいやり駐車場制度） 
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 始まります。 
 　本制度は、商業施設、病院、銀行、官公庁など公共的施設に設置された身体障害者用駐車場等を適正にご

利用いただくため、障がいのある方や高齢の方、妊産婦など歩行が困難と認められる方に対して、県内共通
の利用証を交付し、当該駐車場を設置する事業所等の協力を得ながら、本当に必要な方のための駐車スペー
スの確保を図る制度です。 
 
〇対象駐車場 
　商業施設や官公庁など公共的施設に設置された駐車場で、県に協力駐車場として登録された駐車区
画。 
　制度対象区画は、車いす利用者に優先的にご利用いただく区画（概ね3.5m幅）と、その他の方にご利
用いただく区画（一般幅）の２種類があります。 
  ※利用できる駐車区画には、「おもいやり駐車場」であることを示すステッカーを表示しています。 
 
〇利用対象者 
　　歩行困難な方、駐車場内の横断に危険が伴う方 
  ※障害者手帳保持者、介護保険の要介護者、特定疾病医療受給者、妊産婦、けが人のうち県が定める交付基準に該
　　当する方 

 
〇利用証の申請手続 
　制度開始日は平成24年2月1日ですが、利用証交付申請は事前に受け付けています。 
 （申請窓口） 
　　　門川町役場　福祉課　地域福祉係 
　　　TEL　０９８２－６３－１１４０（内線２３３） 

 
〇利用証の申請手続（県の機関） 
    制度開始日は平成24年2月1日ですが、利用証交付申請は県の以下の機関で事前に受け付けています。
（申請窓口） 
　宮崎県障害福祉課、県福祉こどもセンター(小林分室を含む)、県児湯福祉事務 所、県西臼杵支庁、県
　各保健所 
 

【問い合わせ先】 
　門川町役場　福祉課　地域福祉係　　TEL　０９８２－６３－１１４０（内線233） 
 

障がい者等用駐車場利用証制度が 
(愛称:おもいやり駐車場制度） 

制度開始日：平成24年
2月1日 

後期高齢者医療の障害認定（６５歳～７４歳の方）について 後期高齢者医療の障害認定（６５歳～７４歳の方）について 
　６５歳から７４歳で一定の障がい（身体障害者手帳１から３級と４級の一部など）がある方は、申
請により後期高齢者医療制度に加入できます。 
　「障害認定」は選択により行われるもので、７５歳の誕生日前であれば、随時、撤回することもで
きます。 

医療保険制度と後期高齢者医療制度との比較 

比較 医療保険制度 
（国保や社会保険など） 

 

後期高齢者医療制度 項目 

保険料 
（国民健康保険は保険税） 
 

医療機関での 
自己負担 

65歳～69歳 ３割 

１割 
現役並み所得者は３割 

 

１割　 
現役並み所得者は３割 

 
70歳～74歳 

それぞれの健康保険で算定し、世帯主
や加入者が納付します 

宮崎県後期高齢者医療広域連合で算定
し、個人単位で納付します 
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今年度も5月～11月まで期間を設け、様々ながん検診を実施し
てきました。延べ3,378人(11月末現在)の皆さんが受診されま
した。 
来年度、さらに多くの皆さんに受診して頂けるよう、今年度の
受診状況などについてお知らせします。 

検診を受けずに検診を受けずに 
あなたは健康だとあなたは健康だと 
言えますか？言えますか？ 

検診を受けずに 
あなたは健康だと 
言えますか？ 
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◎40～50歳代にもっと受けてほしい、がん検診 

0 100 200 300（人） 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

（女性） 

胃がん検診 大腸がん検診 

0 50 100 150 200
（人） 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

（男性） 

　年代別にみると、年齢とともに受診者数は多くなってきますが、40歳代の受診者数がまだまだ少ないの
が現状です。40歳代から増加してくるのが「がん」です。がんが、自分自身が気づかない間に忍び寄って
いるかもしれません。まだまだ大丈夫と思っているあなたも、ぜひ検診を受けて早期発見につなげましょ
う。 

1月22日(日)に胃がん検診を追加実施します！ 
今年度最後の胃がん検診になります。まだ受けられていない方は、 
ぜひ受けましょう。 
 

◎検診日：平成24年1月22日（日） 
◎会　場：門川町役場 
◎料　金：40歳以上　1,300円 
　　　　　70歳以上　　400円 
 

お申込み・お問い合わせ：門川町役場　町民課　健康づくり係　６３－１１４０ 

◎伸び悩むがん検診受診者数 
　 
今年度も検診日数の拡充を図ったり、土曜日や日曜
日に検診を実施するなど、より
受診していただきやすい体制も
取り入れましたが、受診者数
は、ほとんどの検診で昨年度に
比べ若干減少しました。 
 

Ｈ23　年齢別受診者数 
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平成24年度町民税・県民税・国民健康保険税申告日程表 
日 受 付 時 間  対 象 地 区 等  

全地区 
（年金者で国税呼出し） クリエイティブセンター 

クリエイティブセンター 

役場別館第2会議室 

役場別館第2会議室 

役場別館第2会議室 

役場別館第2会議室 

役場別館第2会議室 

庵川西公民館 

東栄町公民館 

宮ヶ原公民館 

役場別館第2会議室 

役場別館第2会議室 

役場別館第2会議室 

全地区 
（年金者で国税呼出し） 

会 　 場  
　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 

　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 

2月14日（火） 

2月15日（水） 

2月16日（木） 

2月17日（金） 

2月20日（月） 

2月21日（火） 

2月22日（水） 

2月23日（木） 

2月24日（金） 

2月27日（月） 

2月28日（火） 

2月29日（水） 

3月 1日（木） 

3月 2日（金） 

3月 5日（月） 

3月 6日（火） 

3月 7日（水） 

3月 8日（木） 

3月 9日（金） 

3月12日（月） 

3月13日（火） 

3月14日（水） 

3月15日（木） 

　9：00～11：00 
13：00～15：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 

上町・本町 
五十鈴・城ヶ丘 
時間外 
平城西 
平城東 
時間外 

中尾・尾末東・後向 
下納屋・旭町 
時間外 
中山・小園 
城屋敷 
時間外 

上納屋1・2区 
上納屋3区 
時間外 
小松・大丸 
松瀬 
時間外 

小松公民館 
松瀬公民館 

役場別館第2会議室 

庵川東公民館 
牧山公民館 

役場別館第2会議室 

西門川活性化センター 

海浜総合公園管理棟 

海浜総合公園管理棟 

海浜総合公園管理棟 

海浜総合公園管理棟 

クリエイティブセンター 

クリエイティブセンター 

クリエイティブセンター 

クリエイティブセンター 

クリエイティブセンター 

クリエイティブセンター 

東栄町 
西栄町 
時間外 
宮ヶ原 

竹名・中村・栄ヶ丘 
時間外 
庵川東 

牧山・谷の山 
時間外 
三ヶ瀬 

上井野・大内原 
加草1・2・5区 
加草3・4区 

南町1・2区 
南ヶ丘 

予備日 

予備日 

予備日 

予備日 

予備日 

予備日 

予備日 

予備日 

庵川西 
 

時間外 

　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 　9：00～11：00 
13：00～15：00 
17：30～19：00 

 

※時間外については事前に予約が必要です。 
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町県民税・国保税・後期高齢者医療保険料の 
申告のご案内 
町県民税・国保税・後期高齢者医療保険料の 
申告のご案内 

この申告は、平成24年1月1日現在門川町に住んでいる方、全員が対象です。ただし、個人宛の申告案
内（ハガキ）の通知はいたしませんので、右側の日程表をご覧の上、期限内に申告を済ませてくださ
い。なお、確定申告が必要な方は添付書類がそろわないと受付できませんのでご了承ください。 

①2ヶ所以上からの収入があった方　　　　　　②前年中の所得がなかった方 
③町外に居住する人の扶養になっている方　　　④年末調整をされなかった方 
⑤公的年金収入のみの方 
⑥国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入されている方で、収入がない方、障害年金・遺
　族年金・恩給のみの方。　 
　（※未申告の場合、高額医療費の限度額が高額になったり、保険税（料）の軽減対象外となります。） 

【ご持参していただくもの】 

①給与、賃金及び報酬等のあった方は、源泉徴収票か給与明細書又は支払証明書。（還付申
告では源泉徴収票の原本のみ有効） 
②年金収入のあった方は、支払者から郵送されてきた源泉徴収票。 
③事業（営業・農業・漁業・不動産収入等）を営んでいる方は、収支の内容がわかる帳簿、
請求書、納品書、領収書、預金通帳等） 
④その他に、生命保険・簡易保険の満期（一時所得）や譲渡所得で国税（確定申告)の申告不
要となった所得のある方は、その関係書類。 

1.所得の計算に必要なもの 
 

①生命保険料、地震保険料の支払い明細書。 
②社会保険料の支払証明書又は、領収書。 
③国民年金保険料の支払証明書。（社会保険庁より郵送されたもの） 

2.所得から差し引く金額の計算に必要なもの 

3.印鑑を必ずご持参ください。 

　注：これらの証明書等の持参がない場合は控除として認められません。 

次の要件に該当する方は、申告する必要がありません。 

1.給与所得だけで年末調整の済んでいる方。（ただし、医療費控除等を受ける場合は、申告してくださ
い。） 

2.公的年金だけの方で、次の条件に該当する方。（遺族年金・障害年金は除く。) 
  ①昭和22年1月1日以前生まれの方で、公的年金の合計額が148万円以下の方。 
　②昭和22年1月2日以降生まれの方で、公的年金の合計額が 98万円以下の方。 
3.　確定申告をした方。（する予定の方） 
 

<お問い合わせ先>　役場　℡0982-63-1140　税務課（住民税係）（内線236）町民課（医療年金係）（内線227） 

※税務署から案内文が送られてきた方は、延岡税務署で申告してください。 

申告が必要な方 
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特別徴収の実施について 
県内全市町村と宮崎県は、個人住民税の特別徴収(給与天引き)の徹底に取り組んでいます。 

特別徴収の徹底は宮崎県内だけではなく全国的な流れとなっています。 
 
 

事業主・従業員の皆さまへ門川町と宮崎県からのお知らせです 

◇特別徴収って何？◇ 

個人住民税の特別徴収とは、給与支払者が、所得税の源泉徴収と同様に、毎月従業員に支
払う給与から個人住民税(町民税+県民税)を徴収(天引き)し、納入していただく制度です。 

◇メリットはあるの？◇ 

◎１年分の個人住民税を年12回に分けて納めるため、1回当たりの納付額が少なくて済み
　ます。(普通徴収は年4回) 
◎毎月、給与から天引きされるため納め忘れがありません。 
◎一人ひとりが毎期ごとに金融機関等へ支払いに出向く手間を省くことができます。 

事業主の皆さまへ 特別徴収は基本です。 

地方税法第321条の4及び各市町村の条例の規定により、所得税の源泉徴収
義務がある事業所(給与支払者)は、個人住民税を特別徴収しなければならな
いこととされています。 

普通徴収…退職者、休職者、乙欄給報(他に主たる給与があるもの)　 

特別徴収…上記を除く全て 

 

平成２４・２５年度門川町指名競争入札参加資格審査申請から個人住民税の特別徴

収実施確認又は開始誓約が必要となります。 

門川町が発注する、公共工事、物品調達、設備維持管理等業務の入札参加資格審査申請す
る場合、「個人住民税の特別徴収実施確認・開始誓約書」が必須書類となります。 
これは、平成２４・２５年度の定期受付（受付期間：平成２４年１月１６日～平成２４年
２月１７日）から新規審査項目として追加されたものです。「個人住民税の特別徴収実施
確認・開始誓約書」が添付されていないと受付できませんのでご注意ください。 
  

◇問合わせ先◇　門川町役場税務課・住民税係　電話0982-63-1140（内線236） 
 

門川町からのお知らせです 門川町からのお知らせです 
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「にせ税理士」にご注意！ 
　所得税並びに消費税及び地方消費税の確定申告の
時期になりました。 
　決算書や申告書などの税務書類の作成等を依頼す
る場合は、その人が正規の税理士であるか、よく確認
してから依頼しましょう。 
　税理士の資格のない人（いわゆる「にせ税理士」）が、
税務代理や税務書類の作成、税務相談することは、税
理士法で固く禁じられています。 
　また、「にせ税理士」は、法律に違反するだけでなく、
税務署から問い合わせや調査を受けることになっても、
あなたに代わって答えることができないなど、結果的
にあなた自身が大きな被害を受けることになります。 
　十分にご注意ください！ 

税務職員を装った 
「振り込め詐欺」にご注意ください！ 

　最近、税務職員を装い、現金自動預け払い機（ＡＴＭ）
を操作させ振込みを行わせる「振り込め詐欺」による
被害が発生しております。 
税務署や国税局では 
①還付金受取のために金融機関等の現金自動預け払
　い機（ＡＴＭ）の操作を求めることはありません。 
②国税の納税のために金融機関の口座を指定して振
　込みを求めることはありませんので 
ご注意ください。 
　不振な電話があった場合には、最
寄りの税務署にお問い合わせくださ
い。 

確定申告は正しくお早めに 期限内納付と振替期日 
平成23年分の確定申告納付期限は次のとおりです。 
 

詳しいことは、最寄りの税務署にお尋ねください。 
延岡税務局　電話0982-32-3301 
※自動音声案内に従い「2」を選択してください。 
 

振替納税の振替日は次のとおりです。 

申告所得税の納付期限 
平成24年3月15日（木） 

申告所得税の振替日 
平成24年4月20日（金） 

平成24年4月2日（月） 
消費税及び地方消費税（個人事業者）の納付期限 

平成24年4月25日（水） 

消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日 

　確定申告の時期が近づいてきました。平成23年分
の所得税の確定申告期間は、平成24年2月16日（木）
から平成24年3月15日（木）までとなっております。 
　なお、国税庁ホームページの、「確定申告書等作成コ
ーナー」で簡単に申告書等の作成ができますので、是
非ご利用ください。 
（http://www.nta.go.jp） 

　門川町消防団の消防出初式が次のとおり挙行されます。 
　今回は多目的広場で消防団車両からの一斉放水とあわせて日向市消防署の消防はしご車によ
る一斉放水（緊急出動、雨天時を除く）も実施されます。 
　地元消防団の心意気と、臨場感あふれる消防団車両と消防はしご車からの一斉放水をお楽しみ
ください。 
　町民皆様の御来場と御声援をお待ちいたしております。 

日　時 平成24年１月４日（水）午前8時から 

場　所 門川町海浜総合公園 （雨天の場合は、門川町総合文化会館で表彰式典のみ行います。） 

内　容 通常点検、表彰、一斉放水　午前8時～午後0時00分（予定） 

平成24年消防出初式が挙行されます 平成24年消防出初式が挙行されます 平成24年消防出初式が挙行されます 
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第66回 

勝蓮寺由緒書と妙覚寺日蓮聖人像体内銘文 
　平成２３年７月２６日、三ヶ瀬地区赤木の日蓮聖人像が門川町指定

文化財となりました。今回はその体内の造立銘文(墨書銘文)について

紹介します。すべてが解読されたわけではないのですが、以前に紹介

した勝蓮寺の由緒書(第４１回、４２回　平成２０年度掲載)と見比

べながら見ていただくととても興味深いものがあります。体内の背

部上部から両脇にかけては、日蓮宗特有の大曼荼羅（ひげ曼荼

羅）が記されています。中央と下部に造立寺院、仏師、結縁者ある

いは願主らしき人々の墨書があります。中央頂部には曼陀羅の主題「南

無妙法蓮華経」とあり、その真下と左右に本像主が日蓮聖人であること、安置の寺院が妙覚寺であるこ

と、造立年月日が應永元年(１３９４)十一月十五日であることが書かれています。その右に願主らしき「少

貳房□□」という僧名、左には「圓蔵坊宗玄」という仏師名があります。そのほかに結縁衆として「大原」

という姓の人々の名前が列記されています。僧名として「大原沙弥蓮法」、俗名では「大原二郎左衛門□

次」「大原二郎」「大原三郎」などの名前がみられます。 

　延享四年（１７４７）に書かれた「勝蓮寺由緒書」では、「勝蓮寺の創建は應永元年で、赤木に妙覚寺

という勝蓮寺の末寺である寺院があり、その寺は、應永三年に開かれ圓蔵坊（房）といわれた。旦那は次

郎右衛門、五郎右衛門で、その二人によって寺の世話をしており、子孫が今に続いている」とあります。 

　「圓蔵坊」については、『体内銘文』では、仏師の坊（房）号であり、『由緒書』では、妙覚寺を開山し

た者か寺の一房のような書き方となっています。また、「年号」も應永元年と應永三年の違いがあります。

『体内銘文』と『由緒書』の間には４００年の時代を経ていますから、伝承にずれが生じているのだと思わ

れます。 

　赤木の妙覚寺は勝蓮寺の末寺で応永三年(１３９６)の草創という、この記述を検証し証明することは難

しいですが、日蓮聖人像が応永元年十一月に体内銘記されて、像が組み上げられ、彩色されて完成し、

応永三年までに寺に安置されたと考えれば、かえって真実味があります。仏像を現地で制作したのでは

なく、中央での制作とかんがえるとなおさら符合するような気がします。 

　いずれにしても６００年の時を超えて伝えられてきたこの仏像と、守り続けた人々の思いをこれからも大

切にしてきたいものです。 

 

古
文
書
を
読
む

ヒョウタン カキツバタ 

勝蓮寺の天井画第４9回 

※結縁（けちえん）・・・仏道に入る縁を結ぶこと。仏道に帰依すること。 
※旦那（だんな）・・・僧から見て、財物を布施する信者。施主。 
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防 災 防 災 
 

公共施設等付近標高一覧 
（数値は、国土地理院図面を基に算出しています） 

施    設    名 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37

3.5  

6.5  

13.0  

3.0  

3.0  

10.0  

30.0  

21.0  

24.0  

25.0  

24.0  

21.0  

7.5  

24.0  

5.0  

3.0  

3.0  

8.0  

14.0  

4.5  

16.0  

20.0  

20.0  

12.0  

6.0  

2.9  

2.0  

23.0  

23.0  

4.5  

7.5  

2.0  

3.0  

4.5  

4.0  

7.0 

役場 

クリエイティブセンター 

中央公民館 

海浜総合公園 

門川勤労者体育センター 

門川町立図書館 

西門川活性化センター 

須賀崎貯水タンク場 

庵川近隣公園 

かどがわ温泉「心の杜」 

清掃工場 

宮ヶ原北公園 

防災ステーション(小園) 

平城多目的広場(老人ホーム跡) 

門川駅 

門川郵便局 

草川郵便局 

門川交番 

平城保育所 

子育て人づくりセンター 

門川町社会福祉協議会 

ふれあい地球館 

西門川小中学校 

五十鈴小学校 

門川中学校 

門川小学校 

草川小学校 

門川高校 

南町保育園 

五十鈴保育園 

門川保育園 

門川幼稚園 

栄ヶ丘幼稚園 

にじのね保育園 

草川保育園 

日向病院 

標高(m)
 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74

9.0  

4.0  

3.0  

3.0  

7.0  

5.5  

4.5  

4.5  

2.0  

7.5  

4.5  

10.5  

5.5  

1.5  

2.5  

1.5  

3.5  

3.0 

10.0  

20.0  

21.0  

26.0  

20.0  

4.5  

20.0  

40.0  

21.0  

12.0  

7.0  

19.0  

24.0  

20.0  

41.5  

52.0  

15.0  

13.0  

9.0  

白石病院 

田中病院 

森迫胃腸科内科 

長田整形外科 

柴尾医院 

高橋歯科 

木村歯科 

鈴木歯科 

永田歯科 

柳田歯科 

サンシールさの 

スーパー平城前の町営住宅 

Ａコープ門川 

Ａコープ草川 

門川漁業協同組合 

庵川漁業協同組合 

宮崎銀行 

宮崎太陽銀行 

広域農道(幸進社付近)    大丸 

小園公民館裏山 

宮崎部品(株) 

中山神社 

厳島神社 

町営住宅栄ヶ丘団地 

フォレストエナジー 

門川神社 

愛宕山公園 

西の山高台 

山惣駐車場前 

安井(株) 

加草共同墓地 

加草地蔵尊 

ジェイズゴルフコース 

家畜市場 

狗山 

上の山(尾末東、後向) 

天の山(後向、下納屋)
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平成24年１月1日発行 

第64号 第64号 第64号 
●新刊・話題の本 

【一般】 
★極北ラプソディー　 

海堂　尊／著　　朝日新聞出版 
★幻影の星 

白石　一文／著　　文藝春秋 
★おうちで本格鍋料理 

長谷川　清一・出倉　吾朗／著　　東京書籍 

【児童】 
★おしょうがつさん　どんどこどん　 

長野　ヒデ子/作・絵　世界文化社 
★あさになったのでまどをあけますよ 

荒井　良二／作・絵　　偕成社 

乳児・幼児向け 
（時間は10：30から） 
１月１１日(水)、2５日(水) 
小学校低学年向け 
（時間は11：00から） 
１月１４日(土) 

おはなし会 1月の 
休館日 
 

特別整理期間のお知らせ 
 今年度の蔵書の総点検の日程を前もってお知らせします。 

２月１４日(火)～２月２２日(水) は図書館はご利用できません。 
みなさまに適切に資料をお届けするために必要な作業です。 
ご不便をおかけしますが、ご協力・ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

■利用時間：（火～金曜日）午前１０時 ～ 午後７時 
　　　　　　（土・日・祝）午前１０時 ～ 午後５時 
■休 館 日：１月１日～１月４日、毎週月曜日 
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12月号に掲載した「第29回読書感想文コンクール」において、各部門で最優秀賞を受賞した児童の感想文をご紹介しま
す。子どもたちの読書の感動をぜひご覧ください。 
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だ
が
ゆ

ら
ゆ
ら
ゆ
れ
た
り
し
ま
し
た
。 
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（
読
ん
だ
本 

「
チ
コ
の 

ま
あ
に
い
ち
ゃ
ん
」
） 

た
。 

　
長
い
き
び
し
い
戦
そ
う
で
、
ベ
ト
ナ

ム
を
中
心
と
す
る
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
で

は
、
六
百
万
人
が
死
ん
だ
り
き
ず
つ
い

た
り
し
た
そ
う
で
す
。
使
わ
れ
た
何
種

類
も
の
ば
く
だ
ん
の
部
品
の
中
に
は
、

日
本
で
つ
く
ら
れ
た
物
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
部
品
は
細
か
く
分
け
て

作
っ
て
い
る
の
で
、
労
働
者
は
、
何
を

作
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
ま
せ
ん
。
わ

た
し
は
、
そ
の
事
実
を
知
っ
て
、
つ
ら

く
て
苦
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
本
の
作
者
が
ダ
ー
ち
ゃ
ん
に
送

っ
た
手
紙
の
中
に
、
「
負
け
る
な
、
く

じ
け
る
な
、
あ
き
ら
め
る
な
。
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
、

わ
た
し
に
も
ゆ
う
気
を
あ
た
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
む
ね
に
つ
つ
ん

で
、
わ
た
し
も
未
来
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

    

で
す
よ
。
わ
た
し
だ
っ
た
ら
、
い
た
く

て
苦
し
く
て
妹
な
ん
て
助
け
ら
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。 

　
世
界
に
は
、
ま
ず
し
い
生
活
を
し
て

い
る
子
ど
も
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

日
本
に
住
ん
で
い
る
わ
た
し
た
ち
は
、

食
べ
物
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
ほ
し
い

物
を
買
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
毎
日
、
学

校
に
も
通
え
ま
す
。
そ
れ
が
当
た
り
前

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
生
活
し
て
い
ま
し

た
が
、
ダ
ー
ち
ゃ
ん
と
く
ら
べ
た
ら
、

自
分
が
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。 

　
日
本
も
昔
、
戦
そ
う
で
た
く
さ
ん
の

人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し

た
ち
が
住
ん
で
い
る
今
の
日
本
は
、
そ

の
こ
ろ
と
ち
が
っ
て
、
自
然
豊
か
で
平

和
な
く
ら
し
が
で
き
ま
す
。 

　
ダ
ー
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
は
、
妹
を

か
ば
っ
て
ア
メ
リ
カ
兵
に
こ
ろ
さ
れ
て

し
ま
い
、
家
も
も
や
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
も
う
帰
る
家
は
ど
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。
妹
と
も
、
は
な
れ
ば
な
れ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
後
ダ
ー

ち
ゃ
ん
が
ど
う
し
て
生
き
て
い
く
の

か
、
心
配
で
た
ま
ら
な
く
な
り
ま
し 

と
い
う
本
を
手
に
し
た
き
っ
か
け
で

す
。 

　
こ
の
本
の
中
で
、
ダ
ー
ち
ゃ
ん
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
な
い

で
、
最
後
ま
で
ね
ば
っ
て
生
き
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
、
そ
ん
な
ダ
ー
ち
ゃ
ん

の
す
が
た
に
心
を
う
ば
わ
れ
ま
し
た
。 

　
主
人
公
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
住
ん
で
い

る
十
三
才
の
女
の
子
で
す
。
本
の
中
の

時
代
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ア
メ
リ
カ
と
戦

そ
う
中
で
、
家
も
畑
も
は
か
い
さ
れ
て

ひ
な
ん
じ
ょ
う
た
い
で
し
た
。
火
え
ん

放
し
ゃ
器
を
人
に
向
け
た
り
、
鉄
ぽ
う

で
た
く
さ
ん
の
人
を
こ
ろ
し
た
り
、
ア

メ
リ
カ
兵
は
、
つ
み
の
な
い
大
人
や
子

ど
も
達
を
た
く
さ
ん
見
ご
ろ
し
に
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た
こ
と

を
こ
の
本
で
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
ひ
ど
い
こ
と
が
あ
っ
た
な
ん
て
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

　
ダ
ー
ち
ゃ
ん
と
妹
が
山
の
中
を
に
げ

て
い
る
時
、
妹
の
背
中
に
石
が
落
ち
て

き
ま
し
た
。
ダ
ー
ち
ゃ
ん
は
と
っ
さ
に

妹
を
か
ば
っ
て
、
一
生
け
ん
命
助
け
よ

う
と
し
ま
し
た
。
私
は
、
な
み
だ
が
止

ま
ら
な
い
く
ら
い
感
動
し
ま
し
た
。
な

ぜ
っ
て
、
背
中
に
石
が
落
ち
て
き
た
ん 

ん
を
く
ら
べ
た
が
り
ま
す
。 

　
「
け
ん
ち
ゃ
ん
の
方
が
す
ご
い

ね
。
」 

と
言
わ
れ
た
時
は
、
う
れ
し
い
言
ば
に

聞
こ
え
る
け
ど
、
ぼ
く
の
心
は
か
な
し

く
な
り
ま
す
。
兄
弟
で
も
友
だ
ち
で
も

く
ら
べ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。 

　
ぼ
く
も
チ
コ
も
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
す

き
で
す
。
こ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い

と
、
ぼ
く
は
元
気
で
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

学
校
も
じ
ゅ
う
ど
う
も
い
っ
し
ょ
に
が

ん
ば
ろ
う
ね
お
兄
ち
ゃ
ん
。 

        

  

（
ダ
ー
ち
ゃ
ん
っ

て
ど
ん
な
人
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
お
話

だ
ろ
う
。
）
わ
た

し
が
、
「
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ー
ち
ゃ
ん
」 

小
学
校
中
学
年
の
部
　
最
優
秀
賞 

西
門
川
小
学
校
四
年 

坂
本
　
麻
里
亜 

未
来
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
ろ
う 

（
読
ん
だ
本 

「
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ー
ち
ゃ
ん
」
） 

 

来
月
号
で
は
、小
学
校
高
学
年
の
部
、中
学
校
の
部
、

最
優
秀
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 
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4

　
漁
業
で
働
く
人
は
減
り
、
後
継

者
を
も
つ
漁
家
の
割
合
は
全
体
の

15
％
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
な
か
、
庵
川
漁
協
の
若
手

漁
師
の
一
人
で
あ
る
黒
木
航
平
さ

ん
（
庵
川
西
）
は
、
祖
父
と
父
が

乗
る
大
成
丸
の
漁
を
幼
い
頃
か
ら

見
て
お
り
、
自
然
な
流
れ
で
漁
師

に
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
。 

　
一
緒
に
漁
を
は
じ
め
て
４
年
が

す
ぎ
、
ま
だ
ま
だ
修
行
中
の
身
で

は
あ
る
が
、
「
大
変
だ
と
思
う
こ

と
は
、
朝
が
早
い
こ
と
く
ら
い
で

漁
自
体
は
面
白
い
で
す
ね
」
と
話

し
「
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
の

で
、
疲
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
力
強
い
。 

　
漁
法
は
、
小
型
定
置
網
漁
と
養

殖
業
の
２
種
類
。
毎
日
朝
５
時
半

に
は
出
港
し
、
定
置
網
が
仕
掛
け

て
あ
る
保
井
ヶ
浜
沖
ま
で
向
か

う
。
「
大
漁
の
と
き
は
、
網
を
た

ぐ
り
よ
せ
る
と
す
ぐ
に
わ
か
る
の

で
、
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
。

定
置
網
で
は
ア
ジ
、
イ
ワ
シ
、
タ

チ
ウ
オ
、
イ
カ
等
が
季
節
に
応
じ

て
漁
獲
さ
れ
る
。
港
に
戻
る
と
す

ぐ
に
獲
れ
た
魚
の
選
別
作
業
を
行

い
市
場
へ
の
出
荷
は
８
時
頃
に
終

わ
る
。
他
に
網
の
手
入
れ
な
ど
の

仕
事
も
あ
る
。 

　
定
置
網
漁
を
終
え
る
と
、
カ
ン

パ
チ
、
ハ
マ
チ
、
タ
イ
、
ア
ジ
の

生
産
管
理
を
行
う
養
殖
業
に
16
時

く
ら
い
ま
で
従
事
し
て
１
日
の
仕

事
は
終
わ
る
。
養
殖
業
は
遠
く
へ

漁
に
行
く
必
要
も
な
く
、
計
画
的

に
出
荷
や
経
営
が
行
え
る
の
が
メ

リ
ッ
ト
と
さ
れ
る
が
、
「
養
殖
は

燃
油
、
エ
サ
代
の
高
騰
に
よ
り
、

出
荷
で
き
て
も
赤
字
に
な
る
こ
と

が
あ
る
し
、
魚
の
値
段
は
年
々
下

が
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
」
と

厳
し
い
表
情
を
み
せ
る
黒
木
さ

ん
。 

　
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
津
波
で
は
、
庵
川
漁
協
が

約
２
５
０
万
円
の
被
害
を
受
け

た
。
大
成
丸
の
養
殖
し
て
い
る
ア

ジ
も
約
１
ト
ン
の
損
失
を
被
っ

た
。
自
然
を
相
手
に
し
て
い
る
た

め
気
候
条
件
に
左
右
さ
れ
る
漁

業
。
そ
れ
で
も
「
無
事
出
荷
で
き

た
と
き
は
、
や
り
が
い
を
感
じ
て

嬉
し
い
で
す
。
　
将
来
的
な
こ
と

は
、
ま
だ
考
え
て
い
る
段
階
で
す

が
、
漁
獲
高
を
あ
げ
る
た
め
に
規

模
の
大
き
い
漁
や
カ
ツ
オ
船
も

や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
」
と
目
標

を
話
し
た
。 

 

黒
木 

航
平 

さ
ん 

漁
　
　
業 

定置網漁 
一定の場所に網を敷設し、来遊してき
た魚群を獲る漁業。 
 
養殖業 
海から魚を捕まえ、あるいは人工的に
卵を孵化させた稚魚を購入し、商品と
して成長するまで餌を与える漁業。 
 

↑養殖のエサやりの様子 
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募
集
・
お
知
ら
せ 

募
集
・
お
知
ら
せ 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
門
川
元
気
振
興
券
」 

完
売
の
お
知
ら
せ 

 

　
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
大
き
な
被
害
を

受
け
た
町
内
の
小
売
店
、
飲
食
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
及
び
畜
産
加
工
製
造
業
等
の
中
小

商
工
業
者
の
再
生
・
復
興
及
び
消
費
拡
大

を
促
し
、
門
川
町
の
産
業
活
性
化
を
図
る

た
め
、
平
成
23
年
７
月
31
日
（
日
）
よ

り
プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
門
川
元
気
振
興
券
」

の
発
売
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
り
、

11
月
25
日
（
金
）
を
も
ち
ま
し
て
、
完
売

い
た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

　
ま
だ
、
お
手
元
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
門
川

元
気
振
興
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
使
用
期

限
が
、
平
成
23
年
12
月
31
日
（
土
）
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

※
取
扱
い
事
業
所
の
換
金
は
平
成
24
年
１
月

31
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

門
川
町
口
蹄
疫
復
興
支
援
事
業
実
行
委
員

会
（
事
務
局
門
川
町
商
工
会
） 

☎
０
９
８
２
｜

６
３
｜

１
５
１
４ 

  

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す 

 

　
町
は
次
の
と
お
り
、
平
成
24
年
度
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。 

●
職
種 

保
育
士 

●
年
齢 

不
問 

●
賃
金 

日
額
　
６,
１
０
０
円 

●
雇
用
の
方
法 

応
募
者
の
中
か
ら
、
選
考
（
書
類
審
査
・

面
接
等
）
に
よ
り
雇
用
。 

●
受
付
期
間 

平
成
24
年
２
月
末
日
ま
で 

●
受
付
場
所 

役
場
　
総
務
企
画
課 

●
提
出
書
類 

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
っ
て
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
証
明
書
（
写
し
）

を
添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

●
お
問
い
合
わ
せ 

役
場
　
総
務
企
画
課
職
員
係 

☎
６
３
｜

１
１
４
０
（
内
線
２
４
０
） 
  

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査 

経
済
の
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す 

 

●
調
査
の
目
的 

日
本
の
経
済
力
を
知
る
た
め
の
調
査
で
す
。 

　
こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
全
産
業
分

野
に
お
け
る
事
業
所
及
び
企
業
の
経
済

活
動
の
状
況
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
。
各
種
統
計

調
査
の
基
礎
と
な
る
母
集
団
情
報
の
整

備
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
24
年
の
活
動
調
査
で
は
、
平
成

21
年
に
実
施
し
た
基
礎
調
査
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
情
報
を
有
効
に
活
用
し
て
、

売
上
高
や
費
用
等
の
経
理
項
目
の
把
握

に
重
点
を
置
い
た
調
査
を
総
務
省
及
び

経
済
産
業
省
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
ま

す
。 

●
調
査
の
期
日 

平
成
24
年
２
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま

す
。 

●
調
査
の
対
象 

　
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。 

　「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
て
い
る
調
査

員
が
お
伺
い
し
、
調
査
票
を
お
配
り
し

ま
す
の
で
、「
調
査
票
の
記
入
の
仕
方
」

を
ご
覧
の
上
、
も
れ
な
く
ご
記
入
く
だ

さ
い
。
調
査
票
は
調
査
員
が
回
収
に
お

伺
い
し
ま
す
。 

　
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
法
に
規

定
さ
れ
た
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。 

  

「
離
乳
食
教
室
」
の
ご
案
内
　
　
　
　
　 

 

　
生
後
３
か
月
以
降
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
離
乳
食
教
室
を
実

施
し
ま
す
。 

　
母
乳
や
ミ
ル
ク
だ
け
飲
ん
で
い
た
赤

ち
ゃ
ん
も
、
い
ず
れ
は
お
母
さ
ん
と
同
じ

よ
う
に
ご
は
ん
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
第
一
歩
と
な
る
の
が
、
生
後
５

〜
６
ヶ
月
ご
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
離
乳
食
で

す
。 

　
離
乳
食
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

●
日
時 

平
成
24
年
１
月
24
日
（
火
） 

10
時
〜
13
時 

●
場
所 

中
央
公
民
館 

２
階
　
調
理
室
・
会
議
室 

●
内
容 

　
①
調
理
実
習
（
離
乳
食
づ
く
り
） 

　
②
保
健
師
・
栄
養
士
の
話 

　
※
お
母
さ
ん
の
お
昼
ご
は
ん
つ
き
!!  

●
持
参
す
る
も
の 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
は
し
、
飲
み
物
、

米
50
ｇ
（
１
／
３
合
） 

※
離
乳
食
教
室
へ
参
加
の
方 

離
乳
食
を
始
め
ら
れ
て
い
る
方
は
普
段

使
用
し
て
い
る
ス
プ
ー
ン
な
ど 

（
お
持
ち
の
方
は
お
ん
ぶ
ひ
も
も
ご
持
参

下
さ
い
。） 

●
参
加
申
し
込
み
締
め
切
り 

　
平
成
23
年
１
月
20
日
（
金
）  

●
お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

町
民
課
　
健
康
づ
く
り
係
　 

☎
６
３
｜

１
１
４
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
８
｜

１
０
１
０ 

 

託児もあります 
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1
月
の
水
道
当
番
表 

今
月
の
水
道
当
番
業
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

今
月
の
水
道
当
番
業
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

今
月
の
水
道
当
番
業
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

12/25 
富高 

26 
小川 

27 
請関 

28 
サンクス 

29 
小松 

30 
南日本 

31 
セイユウ 

1/1 
小泉 

2 
富高 

3 
小川 

4 
請関 

5 
サンクス 

6 
小松 

7 
南日本 

8 
セイユウ 

9 
小泉 

10 
富高 

11 
小川 

12 
請関 

13 
セイユウ 

14 
小松 

15 
小泉 

16 
小泉 

17 
小泉 

18 
小泉 

19 
小泉 

20 
小泉 

21 
小泉 

22 
富高 

23 
富高 

24 
富高 

25 
富高 

26 
富高 

27 
富高 

28 
富高 

29 
小川 

30 
小川 

31 
小川 

2/1 
小川 

2 
小川 

3 
小川 

4 
小川 

◆
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て 

                       

１
月
25
日
は
、
12
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。 

                       

ま
た
、
１
月
25
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
２
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。 

                       

な
お
、
11
月
分
の
再
振
替
は
１
月
10
日
に
行
な
い
ま
す
。 

                       
                        

◆
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て                        

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
12
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。 

                       

納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に
な
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、 

                       

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

事 業 者    
請 関 水 道 設 備 工 業         
小 川 水 道 設 備         
小 泉 管 工 事 工 務 店         
富 高 工 務 店         
サ ン ク ス 設 備 機 器         
セ イ ユ ウ 設 備         
小 松 設 備         
南 日 本 設 備 サ ー ビ ス        

門 川 町 役 場 　 水 道 課        

昼間       
６３－１２８６       
６３－２５０６       
６３－１２５１       
６３－４８８２       
５０－４３３３       
６３－３０８６       
６３－７２３５       
６３－３６２２      

夜間       
６３－３１３９       
６３－２５０６       
６３－１２５１       
６３－４８８２       
６３－０７４４       
６３－３０８６       
６３－７２３５       
６３－３６２２      

６３－７６７８      （代）６３－１１４０      

門川の地域ごとに育む延岡藩ゆかりの遺跡（遺物）を検

証。その地域で今も守り伝えられている行事や地域づくり

の数々に触れる旅。日向七福神で有名な門川永願寺とその

「奥の院」、豊臣時代文禄の役で連れてこられた朝鮮人陶工

の窯跡やその墓石、延岡藩主の正室に徳川家より与えられ

た「子安観音の像」などを訪ね、おせったい交流に参加し

ます。午後は、現代の窯元「庵川焼」に挑戦。ご自信の作

品を制作できます。 

●期　　日 

●募集定員 

●時　　間 

●参 加 費  

●集合場所 

●申込期限 

●受付事務局 

平成24年1月18日（水） 

15名（最少催行10名） 

10：00～15：00 

3,500円（大人）3,000（小人）　小学生以下 
（昼食付、陶芸体験、出来上がり送料代、保険料込み） 
門川町海浜公園駐車場 

平成24年1月12日（木） 

門川町観光協会（門川町産業振興課内） 
0982-63-1140

～タビハク～ ～タビハク～ 
延岡藩ゆかりの歴史探訪！ 

25 広報 1月 

 

日 
 
月 火 水 木 金 

8 9 10 11

3 4

12 13 14

7651 2   

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 2/1

土 

1月のカレンダー （平成23年12月7日現在） 

心の杜休館日 

楽しい野菜づくり講座 
（9：00～12：00町内） 

定例農業委員会 
（9：30～　門川町役場） 
３才児健診 
（13：15～14：00受付　 
門川町総合福祉センター） 

柳もち体験2012 
（9：00～13：00　 
心の杜体育館） 

町内小中学校始業式 中山神社大祭 門川町消防出初式 
（8：00～12：00　 
門川海浜総合公園） 

元旦 
心の杜休館日 

おはなし会 
（10：30～ 
門川町立図書館） 

西門川中学校 
入学説明会 
（午後） 

おはなし会 
（10：30～　 
門川町立図書館） 

みんなと朝市 
（8：00～9：30） 

遊学塾 
（9：00～12：00 
門川町立中央公民館） 

前期乳児健診 
（13：30～14：00受付 
門川町総合福祉センター） 

タビハク 
「延岡藩ゆかりの旅」 
（10：00～15：00　 
庵川東公民館） 

行政相談日 
（10:00～15:00　 
門川町総合福祉センター） 

おはなし会 
（11：00～門川町立図書館） 
楽しい野菜づくり講座 
（9：00～12：00　町内） 
新春子どもの声を聞く会 
（10：00～12：00　 
クリエイティブセンター門川） 

2 3 4

成人式 成人の日 

　
こ
の
祭
り
は
美
郷
町
に
ま
つ
わ
る
百
済
王
伝
説

の
証
と
さ
れ
、木
城
町
に
祀
ら
れ
て
い
る
王
子
が
、

父
王
の
祀
ら
れ
て
い
る
美
郷
町
の
神
門
神
社
を
訪

れ
再
会
す
る
と
い
う
、珍
し
い
形
式
の
祭
り
で
す
。

　
初
日
の「
迎
え
火
」は
夕
闇
迫
る
神
門
神
社
付
近

で
行
わ
れ
、こ
の
祭
り
一
番
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
す
。約

20
基
も
の
や
ぐ
ら
が
天
を
も
焦
が
さ
ん
ば
か
り
に

燃
え
上
が
り
、誰
も
が
圧
倒
さ
れ
ま
す
。 

　
荘
厳
で
ロ
マ
ン
あ
る「
師
走
ま
つ
り
」に
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

   「
師
走
ま
つ
り
」 

美

郷

町
 

  

●
期
日 

１
月
20
日（
金
）　
祭
典
・
迎
え
火 

１
月
21
日（
土
）　
山
宮
参
り
・
夜
神
楽 

１
月
22
日（
日
）　
ヘ
グ
ロ
塗
り
・
お
別
れ 

●
問
い
合
わ
せ
先 

美
郷
町
観
光
協
会
南
郷
支
部  

電
話
：
０
９
８
２
Ｉ
５
９
Ｉ
１
６
０
１ 

 



「町報かどがわ」についてのご意見・ご要望は総務企画課までハガキかFAXでお送りください。 

発行日／平成24年１月１日 
発行編集／門川町役場　総務企画課 
〒889-0696　 
宮崎県東臼杵郡門川町本町1-1 
TEL（0982）63-1140（代）　 
FAX（0982）63-1356 
印刷／ヤマシタ印刷 

 

今月の納期  

◎町県民税　　　　　４期 
◎国民健康保険税　　７期 
 

●町内人口 12月1日現在 

男 

8,824 
（8,829） 

9,845 
（9,851） 

18,669 
（18,680） 

6,888 
（6,890） 

女 計 世帯数 

（　）内は先月 

 

あじの開き（干） 
たまご 

ブロッコリー マヨネーズ 
粒入りマスタード 

大さじ1/2 
小さじ1/3 
 

大さじ1 
小さじ2 
小さじ2/3 
小さじ1 
小さじ1/2

小さじ1

小さじ2

50 
1/2個 

20豚こま切れ肉 

いりこ 
 

6

40

ほうれんそう 
佃煮昆布 

ひじき（乾） 

50 
8

5

小松菜 
生しいたけ 

30 
15

柿 60 ごはん 120

砂糖 
水 

3 
3

里芋 
だし汁 
味噌 

30 
120cc 
10

6

15 
10 
4 
3 
3

30.0 
0.40 
0.50 
6.0 
2.0 
4.0 
210 
40 

1300 
300 
400 
10.0 
84 
16 
600

32.6 
0.53 
0.63 
6.9 
3.5 
8.3 
375 
149 
1753 
368 
498 
10.2 
81 
15 
575

～やっちみろや健康づくり21～『健康づくりは食事から』 

1. 焼き魚、ブロッコリーのマヨたまサラダ 

2. ほうれん草の佃煮昆布あえ　3. ひじきの酢煮 

4. 味噌汁　5. 煮干しのごまめ風 

 

パーフェクトメニュー（栄養素の整った献立） 
 

＜作り方＞ 

１　①干物を焼く。茹でたまごを作り、白身を粗みじん切りにする。ブロッコリーは小房に分け、塩ゆでしておく。 

　　②ボウルにマヨネーズとマスタードを合わせ、白身、黄身、ブロッコリーを加え全体を混ぜ合わせる。 

２　①ほうれん草は茹でて4cm長さに切り、水けをきっておく。ボウルにほうれん草と佃煮昆布を加えて混ぜ合わせる。 

３　①鍋に油をひき、肉を炒める。水で戻したひじきを加え、Ａを加えて10分程度煮る。最後に酢を加えて和える。 

４　①だし汁を火にかけ、ひとくち大に切った里芋、薄切りにした椎茸を入れる。 

　　②里芋が煮えたら小松菜を加え、ひと煮立ちしたら味噌を加えて火を止める。 

５　①いりことごまをそれぞれから煎りしてとりだしておく。 

　　②フライパンに砂糖と水を入れて、全体にふつふつとした泡が出てきたら①を加えてからめる。 

お問い合わせ　町民課　健康づくり係 

＜１人分の材料と栄養価＞ 

酢 

水 
酒 
しょうゆ 
砂糖 

A

1

2

3

4

5

6

　調理がかんたんなお魚の干物を利用した献立です。ただ干
物を使うと塩分が多くなるので、余分なナトリウムを排泄して
くれるカリウムが豊富な野菜やいも類を上手に取り入れてみ
ましょう!!みそ汁も具だくさんにすることで減塩できます♪ 

新年明けましておめでとうご
ざいます。今年の広報かどが
わの目標は町民のみなさんに
とって身近に感じられるよう
な情報源となることです。み
やすく、わかりやすい編集を
心がけていきたいと思いま
す。（Ｋ） 

編集後記  編集後記  


